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基準７	 学生支援等	 

資料７－１－①－１	 

オフィスアワーの実施（代表例）	 

	 

対象学科 電気情報工学科 担当教員 電気情報工学科 権田英功 

授業科目名 電気磁気学 I 科目コード   

学年 2 学年   開講学期 通年  単位数 2 単位  

区分 必履修  授業の形態   単位種類   

授業概要 

この講義は本校の教育目標のうち「基礎力」を養う科目である。 
電気磁気学は、電気回路と並んで電気工学の重要な基礎科目の１つであり、目に見えな
い電気磁気現象を工学的に理解するための基礎知識を習得するものである。 
本科目は 2 年、3 年、4 年で 3 年間履修し最終的には電磁方程式を理解することを目標と
する。 
なお本科目の初期段階では数学の進度に応じて、微積分・ベクトルについても教授を行う 

関連する本校
の 

学習教育目標 

A 技術者として
の「基礎力」 
専門基礎知識 
電気情報工学の
基礎知識 

関連する JABEE 
学習教育目標 

 

到達目標 

電気情報技術者として、電気磁気現象の基礎的法則を理解し、応用できる能力を身につ
ける。具体的には 
(1) 静電気とその性質を理解し、電荷間に働く「クーロンの法則」を習得する。 
(2) 静電界における「電界の強さ」、「電位」および「ガウスの定理」を習得する。 
(3) 「導体」、「不導体」、「誘電体」を理解し，誘電体中の諸定理を理解する。 
(4) 静電容量について理解し、簡単な計算ができるようにする。 

授業の進め方と 
アドバイス 

1 時間を講義、2 時間を問題演習して理解を深める。講義および演習は教科書および配布
プリントを中心に進める。また適宜、小テストおよび課題レポートを行う。 
課題レポートについては、創造性を育む目的で創造的な課題（例は授業スケジュール）を
含める。 
微積分・ベクトルを用いるため、数学の進捗にあわせて授業を進める。 
質問は、授業終了後、休憩時間等、随時受け付ける。なお、毎週金曜日の１７時～１８時を
オフィスアワーとします。（権田研究室 電気情報工学科棟 2F） 

	 

(出典	 校外向けWebページ	 シラバス)	 
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資料７－１－①－２	 

専攻科生ＴＡによる質問受付教室（実施内容、参加人数、満足度）	 

H25 年度 前期末試験 ティーチングアシスタント 人員配置 
前期末試験対策の特訓教室および質問受付教室を以下の体制で実施します。 H25.6.26 

①成績不振者（本科１～２年生）を対象とした特訓教室 
  

開催日： 平成 25 年 7 月 22 日（月）～平成 25 年 7 月 31 日（水） 
 

②低学年（本科１～３年生）を対象とした質問受付教室 
  

開催日： 平成 25 年 7 月 25 日（木）～平成 25 年 7 月 31 日（水） 
 

    
  …出身学科Ｍ 

開催時間： 午後 3 時 30 分～午後 6 時 30 分（8～10 限）   …出身学科Ｅ 

開催場所： 講義室２ 
  

  …出身学科Ｄ 

監   督： 教務主事補 
  

  …出身学科Ｃ 

    
  …出身学科Ａ 

①特訓教室   &  ②質問受付教室  

日  付 7 月 25 日(木) 7 月 26 日(金) 7 月 29 日(月) 7 月 30 日(火) 7 月 31 日(水) 

教務主事補 ※ ※ ※ ※ ※ 

担当 TA① 

          

          

          

対応可能科目 

数学全般 数学全般 数学全般 数学全般 数学全般 

物理全般 物理全般 物理全般 物理全般 物理全般 

化学全般 化学全般 化学全般 化学全般 化学全般 

材料力学 材料力学 材料力学 材料力学 材料力学 

工業力学 工業力学 工業力学 工業力学 工業力学 

機構学 機構学 機構学 機構学 機構学 

電気回路 電気回路 電気回路 電気回路 電気回路 

電気磁気 電気磁気 電気磁気 電気磁気 電気磁気 

情報処理 情報処理 情報処理 情報処理 情報処理 

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路 

有機化学 有機化学 有機化学 有機化学 有機化学 

無機化学 無機化学 無機化学 無機化学 無機化学 

生化学 生化学 生化学 生化学 生化学 

建築構造 建築構造 建築構造 建築構造 建築構造 

建築計画 建築力学 建築力学 建築計画 建築計画 

(出典	 学生課教務・キャリア支援係資料)	 
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資料７－１－①－２	 

専攻科生ＴＡによる質問受付教室（実施内容、参加人数、満足度）	 

	 

	 

	 (出典	 学生課教務・キャリア支援係資料)	 
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資料７－１－①－３	 

個々の教員による支援の代表例	 

(低学年の数学や物理科目を担当する教養教育科教員による学習支援)	 

教養教育科教員(数学)が補習で使用した試験対策用プリント	 

	 

	 

	 (出典	 教養教育科資料)	 
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資料７－１－②－１	 

米子工業高等専門学校図書館利用規則（開館時間等）	 

（前略）	 
（休館日）	 
第３条	 休館日は，次のとおりとする。	 
(１)	 日曜日	 
(２)	 国民の祝日に関する法律に規定する休日	 
(３)	 月の末日	 
(４)	 12	 月28	 日から翌年１月４日	 
２	 前項の規定にかかわらず，図書館情報センター長が必要と認めたときは，臨時に休館するこ
とがある。	 
（開館時間）	 
第４条	 開館時間は，次のとおりとする。	 
平	 日	 午前８時３０分から午後８時まで	 
ただし，本校学生の休業日は，午前８時３０分から午後５時まで	 
土曜日	 午前１０	 時から午後３時まで	 

２	 前項の規定にかかわらず，図書館情報センター長が必要と認めたときは，開館時間を変更す
ることがある。	 
（後略）	 

(出典	 規則集)	 

資料７－１－②―２	 

図書館情報センター利用実績（３年分）（平成25年度は改修工事）	 

	 

図書館利用者数･貸出図書数の推移	 

年	 度	 Ｈ２２	 Ｈ２３	 Ｈ２４	 

入館者数（人）	 49,745	 46,088	 48,226	 

貸出冊数（冊）	 9,646	 10,298	 12,029	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

(出典	 学生課学術情報係資料)	 
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資料７－１－②－３	 

図書館情報センター利用案内	 

	 

(出典	 校外向けWeb	 ページ	 図書館情報センター)	 

	 

資料７－１－②－４	 

図書館情報センターの利用時間	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年度学生便覧	 P.38)	 
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資料７－１－②－５	 

新入生・編入生に対する図書館情報センター利用ガイダンス	 

	 

	 
	 

(出典	 図書館利用オリエンテーション資料、学生課学術情報係資料)	 
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資料７－１－②－６	 

CALL教室内写真	 

	 

	 (出典	 学生課教務・キャリア支援係資料)	 
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資料７－１－②－７	 

各施設の配置	 校舎１階南側	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

赤枠	 各学科アトリエ部分、青枠	 コラボレーションゾーン・リフレッシュルーム	 

(出典	 総務課施設係資料)	 ― 133 ―

合同教員室
（松原）（古清水）
（石倉）（徳光）
（金澤）（長福）
（藤田）（原田）

物質工学科
第１機器室

物質工学科
第２機器室
物質工学科
第３機器室

教員室
（村田）

（
粳
間
）

（
谷
藤
）

（
権
田
岳
）

（
　
　
）

（
　
　
）

化学工学実験室
（藤井貴）

（　　）
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資料７－１－②－７	 

各施設の配置	 校舎１階北側	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 

売店	 
売店	 

中庭オープンカフェテラス	 
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資料７－１－②－７	 

各施設の配置	 校舎２階南側	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 

― 135 ―

学科
コラボレーション
ルーム

（
大
庭
）

（松本正）

（小林）

微生物工学実験室
（藤井雄）

情報通信
実験室

（
　
　
）

計算機工学
実験室２

計算機工学
実験室１

（
矢
壁
）

（
堀
畑
）
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資料７－１－②－７	 

各施設の配置	 校舎２階北側	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 
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資料７－１－②－７	 

各施設の配置	 校舎３階南側	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 

― 137 ―

材料工学
第二実験室

（
能
登
路
）

（
早
水
英
）

（
　
　
）

（
早
水
庸
）

（
伊
達
）

（
小
田
）

（
　
　
）

（角田）

LAN管理室
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資料７－１－②－７	 

各施設の配置	 校舎３階北側	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 
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資料７－１－②－８	 

各施設の配置	 白砂会館	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 
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資料７－１－②－９	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年4月2日	 点検・評価委員会資料)	 
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資料７－１－③－１	 

学習支援に関するニーズの把握（授業評価アンケートおよびWebページ開示例）	 

	 

	 (出典	 校内Webページ	 授業評価アンケート結果)	 
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資料７－１－③－２	 

学習支援に関するニーズの把握（クラス担任による個別面談）	 

	 

	 
	 

	 (出典	 個別面談記録簿より抜粋)	 
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資料７－１－③－３	 

学習支援に関するニーズの把握	 

（担任による保護者・学生からの要望聴取）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （出典	 教務手帳、	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 学生指導記録抜粋）	 
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資料７－１－③-４	 

学習支援に関するニーズの把握（担任による保護者・学生からの要望聴取）	 

	 

	 

平成２５年６月２５日	 

保	 護	 者	 	 各	 位	 

米子工業高等専門学校長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 齊	 藤	 正	 美	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （公印省略）	 

保 護 者 懇 談 会 に つ い て （ 案 内 ）	 

	 

	 平素より本校の教育については御協力を賜り厚くお礼申し上げます。	 

	 さて，このたび保護者の方々との連絡をさらに緊密にし，教育効果の一層の向上を期すた

め，下記のとおり保護者懇談会を開催いたします。御多忙中とは存じますが万障繰り合わせ

の上，御出席をいただきますよう御案内申し上げます。	 

	 なお，御都合により出席が困難な方は，事前に学級担任又は教務･キャリア支援係まで御連

絡ください。	 

記 
１	 日	 	 時	 	 平成２５年７月１２日（金）	 ９：００～１７：００	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成２５年７月１３日（土）	 ９：００～１７：００	 

２	 場	 	 所	 	 米子工業高等専門学校 
３	 添付書類	 	 平成２５年度保護者懇談会予定表 
	 	 	 	 	 	 	 	 保護者懇談会会場駐車場図・懇談場所図 

付記	 １	 日時，開催場所の詳細は，別添の平成２５年度保護者懇談会予定表を御 
参照ください。 

	 	 	 	 	 	 なお，懇談時間の変更については学級担任と事前に御相談願います。 
	 	 	 	 ２	 前期中間試験学業成績通知票を学級担任からお渡しいたします。 
 
懇談会当日は，学生寮懇談会，文化系クラブ・同好会による文化発表会を行いますので，

ぜひ御参加ください。	 

学生寮懇談会の会場等につきましては，寮生保護者の方に「高砂・白鳥トピックス」を７

月上旬に送付いたしますので，そちらを御覧ください。	 

なお，車で来校される方は，別紙「保護者懇談会会場駐車場図・懇談場所図」に記載され

ている駐車場を御利用ください。	 

	 

	 (出典	 平成25年度保護者懇談会案内)	 

	 



米子工業高等専門学校	 基準７	 

	 7-21	 

	 

資料７－１－③－５	 

クラス内の友人関係や本人の勉学意欲などの把握(QU アンケートの実施)	 

	 

ハイパーＱＵアンケート実施について	 

平成２４年度	 

○経緯：昨年度から継続して１～３年で実施。また，１年間の中でも，年度当初にクラスの状態

を知り，その後の指導に活かせるよう，また，その変化を測れるように，２回実施する

ことになった。	 

○実施クラス：１～３年全クラス（１年：７月１８日，２年：４月２７日，３年：５月１０日）	 

	 	 	 	 	 	 	 ※２回目を秋頃実施予定	 

○結果：実施後約１ヶ月で受領し，担任へ。ＦＤ研修講師へも送付し，研修時に指導・助言。	 

○予算：学生相談室実施経費（高専改革推進経費）（アンケート 624 名	 316,500 円）実施済分	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （ＦＤ研修会講師謝金・旅費	 158,520 円）実施済分	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （アンケート	 316,500 円）予定分	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （ＦＤ研修会講師謝金・旅費	 78,760 円）予定分	 

○ＦＤ研修会「Ｈｙｐｅｒ－ＱＵアンケートの分析と利活用方法について」（２，３年クラス担任

対象）	 

	 	 	 日時：平成２４年７月１０日１４：００～１７：００	 

	 	 	 講師：都留文科大学地域交流研究センター地域教育相談室相談員	 藤原	 和政	 氏 
名城大学非常勤講師	 	 川俣	 理恵	 氏 

	 （１年クラス担任対象研修会は９月１８日実施予定）	 

	 

	 (出典	 ハイパーＱＵアンケート実施資料、学生課教務・キャリア支援係資料)	 

	 



米子工業高等専門学校	 基準７	 

	 7-22	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

資料７－１－③－６	 

学習支援に関するニーズの把握（学生寮における学習支援）	 

	 

	 

	 
	 

	 (出典	 平成26年度	 男子寮寮生総会資料、学生課寮務係資料)	 
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資料７－１－③－７	 

学生のニーズの把握，周知の方法	 

	 

資格名

称  

関係省

庁 

団体  

申込期

限  

試験期

日  
試験内容（科目、実技）  

合格

難易

度  

相

談

可

の

教

員 

関連

授業 

講習

会  

備考  

実用英

語検定

（１級〜

５級）  

日本英

語検定

協会  

試験の

１月前  

年３回

（６，１

０，２月） 

（準２級、２級）高校１年～

大卒程度  

級によ

って異

なる  

中

井

大

造 

講習

会なし  

受験料 

・準２級３６００円 

・２級４１００円 

 二次試験（面接）

あり 

本校の単位認定制

度あり 

学生便覧 p95 参照 

工業英

語検定

（１級〜

４級）  

日本工

業英語

協会  

試験の

１月前  

年３回

（５，１

１，２月）  

高校１年～高専卒程度  
標準。

２級難  

森

田

典

幸  

講習

会なし  

受験料 

・４級２０００円 

・３級４６００円 

本校の単位認定制

度あり 

学生便覧 p95 参照 

TOEIC  

国際ビ

ジネスコ

ミュニケ

ーション

協会 

試験の

２月前

（本校受

験は定

められ

た締め

切り日） 

１年に８

回実施

（本校受

験は年

に２〜３

回で不

定期） 

高校３年～大卒程度  

点数

による

もの

で、合

格、不

合格

はな

い  

中

井

大

造 

講習

会なし  

（本会場）受験料６

６１５円 

（本校受験）４１２０

円 

本校の単位認定制

度あり 

学生便覧 p95 参照 

TOEFL  
ETS(ア

メリカ）  

試験の

２月前  

１年に５

０回  
大卒程度（留学時必要）  

やや

難  

個

人

申

込  

講習

会なし  
受験料２～３万円  

実用数

学技能

検定（１

級～１２

級） 

財団法
人日本
数学検
定協会 

試験の
約４０
日前
（申込
方法に
より異
なる） 

年３回 

1 次：計算技能検定 

2 次：数理技能検定（同日

に実施） 

 準２級 高校１年程度 

 ２級 高校２年程度 

 準１級 高校３年程度 

 １級 大学程度・一般 

級によ

って異

なる  

数
学
教
員 

講習

会なし  

受験料～５０００円

（級によって異なる） 

個人申込 

	 

(出典	 各学科からの推奨資格等のガイドブック)	 	 
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資料７－１－③－８	 

学生のTOEIC受験料の補助	 

	 

	 

	 (出典	 平成24年7月14日	 教員会議資料)	 
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資料７－１－③－９	 

資格試験のための科目開設（代表例）	 

対象学科 建築学科 担当教員 
前期：玉井孝幸・北農幸生・前原勝樹・景山肇・上田輝美，

後期：玉井孝幸・熊谷昌彦・金澤雄記 

授業科目名 創造実験・演習 科目コード   

学年 5 学年   開講学期 通年  単位数 3 単位  

区分 必履修  授業の形態 実験 単位種類 履修 

授業概要 

与えられた設計演習テーマや実験テーマに対して、これまで学習した基礎をもとに、設計についての
創造的で実践的な能力を身につけるとともに、建築環境、建築構造に関する実験・演習を通じて、環
境・構造と建築の関係の理解を深める。テーマは「環境実験・演習」「構造実験・演習」「二級建築士製
図試験の設計演習」「施工図の演習」である。 

関連する本校の 
学習教育目標 

(B1) 関連する JABEE 
学習教育目標 

(d1) 

到達目標 

１）環境要素の測定とその分析ができること。 
２）環境に配慮した建築について考察できること。 
３）建築構造材料の強度について理解すること。 
４）二級建築士の製図試験に必要な知識と作図技術が理解できること。 
５）施工図の作成に必要な知識について理解すること。 
２級建築士の製図試験レベルの設計課題ができること（実践的） 
構造計画を重視した空間構造物の創造的なデザインができること 
環境工学に関する実験を通じ環境と建築の関係を理解できる 

授業の進め方と 
アドバイス 

環境実験では、学校を対象に実地で環境要素を実測し、夏涼しい学校環境を考える演習を実施する。 
構造実験では、コンクリートの調合・破壊の一連の実験を実施する。 
二級建築士製図試験、施工図作成の課題を通じて実践的な設計演習を行う。 

授業内容 
スケジュール 

回数 授業内容 

前期（第 1 週～15 週）              後期 
3 班に分け、以下の実験実習を行う。   
■コンクリート                    第１６週：二級建築士製図課題説明、二級建 
                              築士製図試験の傾向と対策           
・調合設計                      第１７週：木造住宅の配置図・平面図の演習                         
第１８週：木造住宅の矩形図の演習 
・使用骨材の準備                 第１９週：木造住宅の立面図・小屋伏図の演習 
・コンクリートの練混ぜ               第２０週：二級建築士製図のエスキスの進め方 
・非破壊検査による強度の推定         第２１週：二級建築士製図のエスキス演習１ 
・材齢 28 日の圧縮強度              第２２週：二級建築士製図の模擬演習１ 
・コンクリートの中性化試験            第２３週：二級建築士製図の模擬演習２ 
■金属                         第２４週：二級建築士製図課題・講評 
・鉄筋の焼入れ、焼きなまし試験体準備   第２５週：施工図とは 
・鉄筋の引張試験                      第２６～３０週：図面を読み取り、コンクリートの積算 
・溶接部の外観検査 
■構造                                 ■環境 
・筋交いおよび方杖入り骨組の力学実験     ・色彩測定 
・コンクリート中の鉄筋探査                ・照度分布測定 
■測量                                 ・暗騒音の測定 
・レベル測量                            ・温熱環境測定 
・面積測量 

関連教科  建築計画、構造計画、建築生産、建築環境 

基礎知識  すべての教科 

成績の評価方法 

総合評価割合 実験レポート 50%、  二級建築士製図試験の
設計演習 30%、積算演習 20% 

定期試験   ％  

 

レポート  50％  

演習・小テスト 50％  

   100％ 

備考 オフィスアワーは授業日の放課後とする。（玉井、北農、前原） 

(出典	 校外向けWebページ	 シラバス)	 
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資料７－１－③－10	 

留学や国際交流の実績	 

鳥取県・バーモント州青少年交流事業に参加した学生が帰国報

告を行いました  

部署 ：教務・キャリア支援係 

公開日時 ：'12/11/08 
 

 鳥取県国際交流財団が主催する「平成２４年度鳥取県・バーモント州青少年交流事業」に，本
校から電気情報工学科２年の小林周平さん，物質工学科２年の綿谷日菜子さんが選考され，こ
のたび齊藤正美校長へ帰国報告を行いました。  
 
 ２人は県内の高校生１３名とともに，１０月１８日～２９日の日程で鳥取県の友好交流先である
米国バーモント州を訪問。今年度の交流事業が食糧をテーマとしていることから，現地の果樹園
や酪農場，自然食協同組合など様々な施設の見学や，バーモント州政府において農業庁の説
明を受けるなど米国の農業について学習しました。また，地元の高校生たちと一緒に歴史の授
業を受けたり，滞在先のホストファミリーたちと活発に交流したりしました。  
 
 帰国報告で綿谷さんは「バーモントのスーパーでは野菜や果物のほとんどが地元産で，地産
地消が行われていた。アメリカは人も物も大きく日本との違いを強く感じた」と述べ，事業目的で
もあった文化の違いを肌で感じたようです。齊藤校長の「これからも努力して英語の勉強を続
け，他の人に刺激を与えられるような学生になって欲しい」との言葉に，小林さんは「もっと多くの
人がこのような交流事業に参加するよう，自分が今回の交流で学んだこと，興味深かったことを
他の人たちに伝えていきたい」と次に繋げる意欲をみせました。  
 今回の交流を通して２人は英語学習への意欲を改めて高めたようでした。  

 

 
(出典	 校外向けWebページ)	 
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資料７－１－③－11	 

留学や国際交流の実績	 

	 

  ◎鳥取県・バーモント州青少年交流事業 

      
年度 学年 クラス 氏 名 日  程 場  所 

Ｈ22 3 Ａ 廣谷慶太 平成 23 年 3 月 18～29 日 アメリカ合衆国バーモント州 

Ｈ22 3 Ａ 舩越杏子 平成 23 年 3 月 18～29 日 アメリカ合衆国バーモント州 

Ｈ23 2 Ｅ 平賀克己 平成 24 年 3 月 15～26 日 アメリカ合衆国バーモント州 

Ｈ24 2 Ｅ 小林周平 平成 24 年 10 月 18～29 日 アメリカ合衆国バーモント州 

Ｈ24 2 Ｃ 綿谷日菜子 平成 24 年 10 月 18～29 日 アメリカ合衆国バーモント州 

	 

	 (出典	 学生課教務・キャリア支援係資料)	 
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資料７－１－④－１	 

留学生の手引	 

	 

	 

	 

(出典	 留学生の手引)	 
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資料７－１－④－２	 

チュータの人数（5年分）	 

	 

  Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

機械工学科 2 2 2 2 3 

電気情報工学科 1 0 2 2 0 

電子制御工学科 1 1 0 0 0 

物質工学科 0 2 5 4 3 

建築学科 0 0 0 0 4 

合計 4 5 9 8 10 

	 (出典	 学生課教務・キャリア支援係資料)	 	 
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資料７－１－④－３	 

留学生特別カリキュラム（日本語能力の強化）	 

対象学科 留学生 担当教員 非常勤講師 永田俊樹 

授業科目名 日本語教育 I（国語 III） 科目コード   

学年 3 学年   開講学期 通年  単位数 2 単位  

区分 必履修  授業の形態   単位種類   

授業概要 

日本初級コースを終了した留学生を対象とし、さらに日本語能力を発展させることを目
指す。ある程度の読解はできるが、話す能力はまだ低い学生が多いので、できる限り発
言の機会を与え日本語に慣れてもらう。従って、教授法は日本語を日本語で教えるダイ
レクトメソッドを採用する。 

関連する本校の 
学習教育目標 

A, E 関連する JABEE 
学習教育目標 

(a), (f) 

到達目標 

１）日本語能力検定試験２級の合格を目指すこと 
２）日本語能力試験１級を受験する実力を培うこと 
３）ニュースや新聞の日本語が理解出来ること 
４）日本人と意見交換ができるだけの日本語能力をつけること 

授業の進め方と 
アドバイス 

毎回問題集を中心にいろいろな日本文を扱い、問題演習と共に、高等で自分の意見を
効果的かつ論理的に述べる練習をする。英語での解説はできるだけ少なくし、原則とし
て日本語を使って教授する。 

授業内容 
スケジュール 

回数 授業内容 

第 １週：漢字 読み方 １       第１６週：読解 要旨の把握 １ 
第 ２週：漢字 読み方 ２       第１７週：読解 要旨の把握 ２ 
第 ３週：漢字 読み方 ３       第１８週：読解 要旨の把握 ３ 
第 ４週：漢字 書き方 １       第１９週：読解 長文の総合問題 １ 
第 ５週：漢字 書き方 ２       第２０週：読解 長文の総合問題 ２ 
第 ６週：漢字 書き方 ３       第２１週：読解 長文の総合問題 ３ 
第 ７週：語彙 適語の選択 １    第２２週：読解 長文の総合問題 ４ 
第 ８週：語彙 適語の選択 ２   第２３週：読解 後期中間試験 
第 ９週：前期中間試験        第２４週：文法 穴埋め問題 １ 
第１０週：語彙 単語の意味 １   第２５週：文法 穴埋め問題 ２ 
第１１週：語彙 単語の意味 ２   第２６週：文法 文章完成問題 １ 
第１２週：語彙 単語の意味 ３   第２７週：文法 文章完成問題 ２ 
第１３週：読解 同義文 １      第２８週：総合演習 １ 
第１４週：読解 同義文 ２      第２９週：総合演習 ２ 
第１５週：読解 同義文 ３      第３０週：総合演習 ３ 
前期期末試験             学年末試験 

教科書 毎回プリントを配付 

参考書  日本語能力試験２級、１級問題集 （アルク） 

関連教科  英語 日本語 社会 

基礎知識  日本語基礎文法 

成績の評価方法 

総合評価割合 その他は授業参加の積極性、態度、発言、理解度な

どを総合的に評価する。 
定期試験  50％ 

レポート   ％  

演習・小テスト  ％  

その他  50％ 

  100 ％ 

(出典	 校外向けWebページ	 シラバス)	 
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資料７－１－④－４	 

エレベータ,スロープ等の配置図	 

	 

(出典	 総務課施設係資料)	 
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資料７－１－④－５	 

特別支援教育士のリスト	 

	 

(出典	 平成25年4月2日	 教員会議資料)	 
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資料７-１-④－６	 

障がいのある学生への支援体制	 

	 

(出典	 平成25年3月27日	 移行会議資料)	 
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資料７-１-④－７	 

障がいのある学生への支援(実績)	 

	 

特別教育支援室およびＤ科としての対応	 

	 

本件について時系列で以下に記す．	 

	 

2014/2/3	 

Ｄ科山本学科長と竹中で相談し，以下の通りの予定とした．	 

・2/6（木）の午後カウンセラーが来校されるため，卒業研究に関する対応について，取り

あえず４Ｄ担任青柳先生より事情説明をして頂く．会議には，青柳担任，山田学生相談室長，

三澤看護士，竹中が参加予定．	 

・２Ｄ教室への出入りについては，入江に注意するとともに，４Ｄ木下にも「２Ｄ教室に出

入りしない」ように 1/31 に注意済みなのでしばらく様子を見ることにした．	 

	 

2014/2/6	 

角南カウンセラー，４Ｄ担任青柳先生，山田学生相談室長，三澤看護士，竹中で入江君の卒

業研究をめぐる問題について 14：30～16：00 の間話し合った．以下はその内容である．	 

・平成 26 年度は卒業研究指導教員も交えて支援会議を持つ方向にする	 

・指導教員は最初の人間関係の構築が重要で，最初から叱ったりしないように配慮する	 

・配属された研究室では，すべての学生に個別テーマを与えた方がよい	 

・研究テーマは手法の明確な，到達点が決まっているようなテーマがよい（プログラミング

コンテストのテーマ？）プログラミングコンテストは青柳先生が例として出しただけで，特

にテーマを指定するものでは無い。（山本 2/7 確認，追記）	 

・研究室のテーマをいくつか設定し，選択肢を持たせた方がよい	 

・卒業論文の提出期限については，プレ期限を設けた方がよい	 

・卒業論文をチェックした後の修正は，具体的な指示内容（例えば，図をこのくらい大きく

するなど）を与える	 

・卒業研究のための居残りや休業中の登校は，入江君だけに限らず，全員が参加する方向で

考える	 

・卒業研究についての居残りなどについて，急な時間変更は不可．本人に希望（都合）を聞

くことも大切	 

・クールダウンできる場所の確保が必要である．ただし，	 実際には 1 年次に利用した事実

があるのみ	 

	 

(出典	 平成26年度移行会議資料)	 
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資料７-１-④-８	 

成績不振学生への学習支援の取り組み	 

成績不振学生リスト	 

	 

(出典	 学生課教務・キャリア支援係資料)	 
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資料７－1－⑤－１	 

学生部教員の役割分担	 

	 

	 平成２５年度学生部主担当者	 

	 	 	 	 森田	 ：	 総括・県指導連盟	 

	 	 	 	 布施	 ：	 生活指導・西部地区指導連盟	 

	 	 	 	 高増	 ：	 学校行事・講演会・ＨＲ・女子学生指導・デザコン	 

	 	 	 	 田中	 ：	 車両通学・ロボコン	 

	 	 	 	 大野	 ：	 クラブ・同好会	 

	 	 	 	 井上	 ：	 学生会・プロコン	 

	 

(出典	 平成25年3月27日	 学生部スタッフ会議議事録)	 	 
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資料７－1－⑤－２	 

学生会担当教員の役割	 

	 

	 学生部マニュアル「学生会関係」	 

	 

6.1	 学生総会（例年健康の日 12：10 より 1 体で,	 学生のみ）	 

(1) 3 月中に決算書が作成されていること，また各部への部費支払いが終了していることを確認する．

作成された決算書は，額面のみで構わないので，しっかりと確認すること．特に問題が見受けられな

い場合は，会計監査委員に帳面と額面の確認を行わせ，決算書下部に自署で記名させ，確認員を押下

させる． 

→決算書・領収書・収入の根拠（スポンサー費）を揃える.⇒決算書 

→収入・支出の出納簿（帳簿）を打ち出しておく. 

→前年度の繰越金は 10万円以内とすること. 

(2)	 4 月に入れば学生会長に対して各局の局長と副局長を選出させる．ただし特定の学科，学年が集中

すると業務に支障をきたす恐れがあるので，必ず選出案に目を通し，適宜アドバイスをする.	 	 →体

育局長はデザコンを考慮して A科を外す	 

(3)会計局長に対して予算書を作成させる．これに必要な情報として，当該年度の学生数を教える．（学

生会入会金を把握するため，新入生，編入生数も別途教える．）作成された予算書は，額面のみで構わ

ないので，しっかりと確認すること．	 

	 	 	 	 	 →25年度からクラブ活動補助費は人数割にする.（24 年度に決定済み）	 

(4)体育館の使用と，靴置き用のシート借用を体育教員に依頼する．	 

(5)同好会から部への昇格希望の有無を学生係で確認する．希望がある場合は，1)申請書	 2)メンバー

表	 3)活動内容	 4)大会参加実績，成績一覧	 を学生係で入手する．	 

	 

(出典	 学生部マニュアル、学生課学生係資料)	 	 
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資料７－１－⑤－３	 

リーダー研修会の資料	 

	 

平成２５年度クラブ・同好会リーダー研修会実施要項（案）	 

	 

	 

1. 目	 的	 リーダーとしての意識を高め、課外活動を行うために必要な知識と	 

具体的な手法を習得する。	 

2. 日	 時	 平成２６年１月２２日（水）16 時 30 分～18 時 00 分(質疑応答含む)	 

3. 場	 所	 合同講義室	 

4. 講	 演	 「未定」	 

講	 師	 未定	 

5. 対象者	 体育系クラブ・同好会	 

	 	 	 	 	 	 キャプテン・3～5 年生のリーダー、及びマネージャー計 3名以上	 

	 	 	 	 	 	 指導教員（希望者）	 

	 	 	 	 	 	 学生会体育局長	 

文化系クラブ・同好会	 

	 	 	 	 	 	 キャプテン・3～5 年生のリーダー、及びマネージャー計 2名以上	 

	 	 	 	 	 	 指導教員（希望者）	 

	 	 	 	 	 	 学生会文化局長	 

6. その他	 参加者は筆記用具を持参すること。	 

7. 費	 用	 謝金	 ２０，０００円	 

	 	 	 	 	 	 

	 (出典	 学生課学生係資料)	 	 
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資料７－２－①－１	 

学生相談室のスタッフ・担当予定表	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年度	 学生相談室の手引き・平成26年5月	 学生相談室前掲示板)	 
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資料７－２－①－２	 

学生相談室の手引き	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年度	 学生相談室の手引き)	 



米子工業高等専門学校	 基準７	 

	 7-41	 

	 

	 

資料７－２－①－３	 

セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する規則	 

	 

米子工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止等に関する細則	 

（趣旨）	 

第１条	 米子工業高等専門学校（以下「本校」という。）におけるセクシュアル・ハラスメント

の防止等については，独立行政法人国立高等専門学校機構セクシュアル･ハラスメント防止等

に関する規則（（平成１６年４月１日独立行政法人国立高等専門学校機構規則第２６号）及び

他の法令等に定めるもののほか，この規則の定めるところによる。	 

（防止等対策）	 

第２条	 本校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止等に関し適切な対策を講じるため，

運営会議において次の各号に掲げる事項を審議する。	 

（１）防止及び排除に関すること。	 

（２）苦情相談体制に関すること。	 

（３）事実関係の調査に関すること。	 

（４）加害者に関する指導等に関すること。	 

（５）被害者に関するカウンセリングに関すること。	 

（調査委員会の設置）	 

第３条	 校長は，セクシュアル・ハラスメントの事実関係等の調査を行うため，セクシュアル・

ハラスメント調査委員会（以下「調査委員会」という。）を必要に応じ，設置する。	 

２	 調査委員会の委員は，校長がその都度指名する。委員には，外部の者を指名することがで

きる。	 

（後略）	 	 	 	 	 	 

(出典	 規則集)	 	 
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資料７－２－①－４	 

授業料免除者数（3年分）	 

	 

年度 区分 在学生数 申請者数 全額免除 半額免除 否免除者 比率％ 収入予定額 免除可能額 実施額 免除率 

19 （前期） 1,102 142 50 48 44 8.9 129,264,600 6,851,024 8,680,200 6.72 

  （後期） 1,097 117 48 53 16 9.2 128,678,100 6,819,939 8,738,850 6.79 

            

24 （前期） 437 66 29 29 8 13.3 51,260,100 3,485,687 5,102,550 9.95 

  （後期） 435 69 29 28 12 13.1 51,025,500 3,469,734 5,043,900 9.89 

25 （前期） 434 66 42 16 8 13.4 50,908,200 3,716,299 5,865,000 11.52 

  （後期）           #DIV/0! 0 0 0 #DIV/0! 

	 

(出典	 学生課学生係資料)	 	 

	 

資料７－２－①－５	 

日本学生支援機構奨学金利用学生数	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年度学校要覧	 P.32)	 	 
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資料７－２－②－１	 

学生寮における留学生の生活支援	 

(補食室・シャワー室の完備)	 

	 

	 

	 

(出典	 	 寮平面図、学生課寮務係資料)	 

	 

留学生居室	 

(2F)	 

シャワー室	 (1F)	 

補食室	 



米子工業高等専門学校	 基準７	 

	 7-44	 

資料７－２－②－２	 

女子留学生の受入を開始(長期休業期間中の対応：寮母を配置)	 

	 

(出典	 寮母の勤務シフト表、学生課寮務係資料)	 
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資料７－２－②－３	 

留学生控室の配置図、写真	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年度学生便覧	 P.135)	 

	 

	 

― 135 ―

学科
コラボレーション
ルーム

（
大
庭
）

（松本正）

（小林）

微生物工学実験室
（藤井雄）

情報通信
実験室

（
　
　
）

計算機工学
実験室２

計算機工学
実験室１

（
矢
壁
）

（
堀
畑
）
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資料７－２－②－４	 

留学生と日本人寮生との交流会実施	 

	 

	 

(出典	 平成25年度	 留学生交流会のチラシ)	 
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資料７－２－②－５	 

留学生の地域交流	 

	 

	 

	 

(出典	 平成25年度	 地域公民会祭の案内)	 
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資料７－２－②－６	 	 

留学生交流会資料	 

留学生との交流会を開催しました。  

部署 ：教務・キャリア支援係 

公開日時 ：'13/02/05 
 

米子高専では２月１日（金）に留学生との２回目の交流会を実施しました。  

 この交流会は，米子高専に在籍する外国人留学生とチューターの日本人学生，関係教職員が

一堂に会し，留学生が日頃抱えている留学生活全般についての悩みや意見等を聞き，情報交

換等を行い，相互の親睦を深め，卒業する留学生の送別会も兼ねて毎年行われています。 

 

 当日はまず，今年度卒業予定の留学生３名が米子高専での思い出話を含めた挨拶を上手な

日本語でおこないました。その後，３・４年生の留学生８名がそれぞれ今後の抱負等を述べまし

た。  また教職員も校長以下４０数名が参加し，留学生らとの会話を楽しみ，盛会のうちに終了

しました。  

 

(出典	 校外向けWebページ)	 
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資料７－２－②－７	 

	 留学生ＯＢ研修会資料	 

留学生ＯＢとの交流会を実施しました  

部署 ：教務・キャリア支援係 

公開日時 ：'13/03/12 
 

 米子高専では３月４日（月）・５日（火）に「留学生ＯＢとの交流会」を実施しました。１日目は「高

専留学生の大学への進学とその後の進路について」と題して，平成１７年４月から平成２０年３

月まで本校電気工学科に在籍し，卒業後は日本の大学及び大学院に進学したカルナーティラ

カ・ドゥミンドゥ氏を講師として招き，本校留学生に対して進路決定にあたっての心構えや，留学

生としての日ごろの勉学を含めた留学生生活全般についての講演を行いました。また，２日目

は前日の講演内容をもとに自由に質疑応答を行う助言・意見交換会を行いました。  

 参加した留学生は，高専留学生としての先輩である講師の話を熱心に聴いており，大学生活

の様子や就職に対する考え方などについて活発に質問したり，自分の夢を語ったりなどして，有

意義な交流会となりました。  

 

	 

(出典	 校外向けWebページ)	 
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資料７－２－③－１	 

棟別居室数一覧表	 

	 

寄宿舎名	 	 	 対	 象	 男子	 女子	 総定員	 

	 	 	 	 学部等	 定員	 定員	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

にしりょう	 3 名×33室	 全学生	 (0)	 (0)	 (0)	 

西	 	 寮	 
	 

	 	 99 人	 0 人	 99 人	 

新規格寮	 複	 	 	 S38.39.45 年度設置	 	 RC-3	 	 1,38１㎡	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

ひがしりょう	 1 名×15室	 全学生	 (7)	 (0)	 (7)	 

東	 	 寮	 
	 

	 	 15 人	 0 人	 15 人	 

混住寮	 個	 S40 年度設置	 	 RC-3	 	 326 ㎡	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

みなみりょう	 1 名×25室	 全学生	 (0)	 (0)	 (0)	 

南	 	 寮	 2 名×23室	 	 	 71 人	 0 人	 71 人	 

新規格寮	 S44 年度設置	 	 RC-4	 	 1,166 ㎡	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

しんなんりょう	 1 名×66室	 全学生	 (7)	 (0)	 (7)	 

新	 	 南	 	 寮	 
	 

	 	 66 人	 0 人	 66 人	 

新寮，混住寮	 (個)	 	 	 H4 年度設置	 	 RC-4	 	 868 ㎡	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

あさぎりりょう	 1 名×24室	 全学生	 (0)	 (0)	 (0)	 

あさぎり寮	 2 名×6 室	 	 	 0 人	 36 人	 36 人	 

新寮	 (個・複)	 	 H4 年度設置	 	 RC-4	 	 738 ㎡	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

ゆうぎりりょう	 2 名×14室	 全学生	 (0)	 (0)	 (0)	 

ゆうぎり寮	 
	 

	 	 0 人	 28 人	 28 人	 

新規格寮	 	 	 	 S40 年度設置	 	 RC-3	 	 913 ㎡	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 
	 

	 	 
	 

	 	 	 	 

合	 	 	 計	 
1 名×130 室	 全学生	 (14)	 (0)	 (14)	 

2 名×43室	 	 	 251 人	 64 人	 315 人	 

	 	 3 名×33室	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

(出典	 学生課寮務係資料)	 	 
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資料７－２－③－２	 

寮の運営組織	 

	 

         
      

寮務主事補         

         
  

          

         
  

                

         
      

寮務係 
      

寮母  

         
  

      

         
  

                

校長補佐(寮務) 
            

当直教員         

   
  

          

   
    

    
  

                

   
  

     
      

クラス担任         

   
  

     
  

          

   
  

     
  

                

   
  

     
      

高砂寮生会         

   
  

     
  

          

   
    

    
  

                

寮務委員会    
      

白鳥寮生会         

              

                          
	 

	 

(出典	 寮生手帳	 P.1)	 	 
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資料７－２－③－３	 

巡回記録	 

	 

	 
	 

(出典	 学生課寮務係資料)	 
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資料７－２－③－４	 

寮生会組織	 

	 

	 

	 

(出典	 寮生手帳	 P.2)	 	 
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資料７－２－③－５	 

	 寮生のニーズ把握(学年別集会の開催)	 

	 

	 

(出典	 平成25年5月1日	 教員会議資料)	 
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資料７－２－③－６	 

	 寮生学習支援の取り組み(自習時間の設定)	 

	 

	 

	 

(出典	 寮生の日課表、学生課寮務係資料)	 	 
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資料７－２－③－７	 

	 寮生学習支援の取り組み(低学年に対する勉強会の実施)	 

	 

	 

	 

(出典	 平成25年度後期中間試験対策	 勉強支援についての案内、学生課寮務係資料)	 	 
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資料７－２－③－８	 	 

寮生学習支援の取り組み	 (自習時間記録シート記入)	 

	 

	 

	 

(出典	 自習時間記録シート、学生課寮務係資料)	 	 
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資料７－２－④－１	 

	 進路指導体制（組織図）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(出典	 平成26年度学校要覧	 P.13)	 	 
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資料７－２－④－１	 

	 進路指導体制（組織図）	 

	 

(出典	 平成24年5月15日	 キャリア支援会議資料)	 	 
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資料７－２－④－１	 

	 進路指導体制（年間スケジュール）	 

	 

(出典	 平成24年5月14日	 キャリア支援会議資料)	 
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資料７－２－④－１	 

	 進路指導体制（年間スケジュール）	 

	 

平成２５年度第１回キャリア支援会議議事要旨	 

	 

日	 時	 	 平成２５年６月１２日（水）	 １６時３０分～１７時００分	 

場	 所	 	 大会議室	 

出席者	 	 キャリア支援室長・Ｍ科代表（松本至），副専攻科長（小川），第１学年（早水），第２学年（原豊），

第３学年（粳間），第４学年（青柳），５Ｍ担任（河添），５Ｅ担任・Ｅ科代表（庄倉），５Ｄ担任・

Ｄ科代表（能登路淳），５Ｃ担任・Ｃ科代表（藤井雄），５Ａ担任・Ａ科代表（西川），学生課長（古

杉）	 	 

欠席者	 	 キャリア支援副室長・教務主事補（南），教養教育科代表（竹内）	 

議題	 	 

１．平成２４年度求人倍率および内定率について	 

室長から資料に基づき説明があった。	 

	 ２．平成２５年度キャリア支援活動予定について	 

	 	 室長から資料に基づき説明があり，予定表のとおり実施することで了承された。	 

なお，実施希望の事業などがあればご意見をいただきたい旨の発言があった。	 

また，オープンファクトリについては，米子高専振興協力会より学生を集めてほしいとの要請があり，４年

生もインターンシップに重ならなければ参加可能である旨説明があった。	 

	 ３．インターンシップについて	 

	 	 	 室長から現時点での状況について報告があった。	 

さらに，実施にあたり次のとおり確認がなされた。	 

・試験期間にかかるインターンシップは原則認めないこと。	 

・特別欠席は、教務委員会などの審議が必要なため，直前では対応できないこと。	 

（※直前では出さないよう注意願いたいとの発言あったため，委員より，いつまでかとの質問があり，教務委

員会の日程確認があった。）	 

	 ４．オープンファクトリについて	 

	 	 	 室長から１年生から３年生に対しての説明を７月のＬＨＲの時に実施す旨の報告があった。	 

また，	 人数が多ければバスを使用することも考えているので，参加者を増やす方法の提案要請があった。	 

	 ５．特別日課のキャリア支援事業について	 

	 	 	 室長から資料に基づき説明があり，日程は教務委員会で決定した旨，また，講演会をキャリア支援室が

担当する旨の報告があった。	 

なお，講演会の講師については，各担任団で検討し提案してほしい旨依頼があった。	 

	 ６．特別行事のキャリア支援事業について	 

	 	 	 室長から資料に基づき説明があり，日程は教務委員会で決定した旨，また，県内企業紹介フェア及びキ

ャリア講演会をキャリア支援室が担当する旨の報告があった。	 

なお，各担任団で決定する事項については，昨年度同様，各学年で相談し決めて欲しい旨要請があった。	 

	 ７．就活セミナーについて	 

	 	 	 室長から資料に基づき時期・回数・内容等について説明があった。	 

	 	 	 また，外部講師としてメディア総研に依頼する予定である旨連絡があった。	 

	 	 	 時期については，学年末試験後の補講期間の最終日に実施する方向で調整をとる旨説明がなった。	 

内容については，面接の仕方である旨説明があった。	 

	 ８．大学（大学院）の説明会について	 

	 	 	 室長から資料に基づき説明があり，昨年度と同様に行事を集約し，１月開催の米子コンベンションセン

ターでの企業・大学説明会，３月開催の保護者懇談会，４月開催の健康の日の年３回行う予定である旨連

絡があった。	 

	 	 	 学生への周知については，今後検討することとする。	 

	 ９．企業・大学説明会について	 

	 	 	 室長から今年度は，平成２６年１月２５日（土）米子コンベンションセンター国際会議場で実施する予

定である旨連絡があった。	 

	 10．その他	 

	 	 	 特になし	 

(出典	 平成25年6月12日	 キャリア支援会議議事要旨)	 
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資料７－２－④－２	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 進路懇談会(本科4年生)における個別相談の実績	 

	 

2014 年度 進路指導資料 

   
2013.12 

学籍番号 氏名 進路希望調査（第 1 回） 

	 	 	 	 	 	 就職(名南製作所） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 進学 

	 	 	 	 	 	 就職（日本オーチスエレベータ） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 進学 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 進学（教育系大学：英語） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 就職(公務員） 

	 	 	 	 	 	 就職（JR 西日本） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 就職(中国電力） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 就職(公務員） 

	 	 	 	 	 	 就職、進学 

	 	 	 	 	 	 就職、進学 

	 	 	 	 	 	 就職（DISCO) 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 進学(専攻科） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 	 	 	 	 	 就職(中電、関電、古野電気） 

	 	 	 	 	 	 進学(豊橋技大） 

	 	 	 	 	 	 就職 

	 

(出典	 学生の進路希望先一覧、建築学科資料)	 	 
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資料７－２－④－３	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大学院説明会(専攻科課程の学生向け)	 

	 

平成２５年２月２０日	 

入試ご担当者	 様	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 米子工業高等専門学校	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 キャリア支援室長	 玉井	 孝幸	 

進路懇談会の詳細ご連絡	 

拝啓  時下ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。 

平素から本校学生の編入学等に関しましては，一方ならぬご理解，ご高配を賜り厚くお礼申し

上げます。	 

この度は，本校の進路懇談会にご出席の返事を頂きありがとうございました。	 

実施につきましては下記のとおりとさせて頂きましたので，何卒よろしくお願いいたします。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 敬具	 

記	 

ご参加	 

日時	 

	 

	 

場所	 

平成２５年３月３日（日）	 午前の部	 ９：４０～１２：３０	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 午後の部１３：４０～１７：００	 

（受付開始９：００～）	 

米子工業高等専門学校（鳥取県米子市彦名町 4448	 TEL：0859-24-5026）	 

※２階学生課入り口で受付いたしております。	 

その他	 ・プロジェクターの使用は卓上に限ります。	 

・スクリーンの使用は出来ません。	 

・資料を事前に送られる場合は，土・日曜日は郵便・宅配便とも受け取りが	 

できませんので、２月２８日（木）までに下記連絡先に届くよう手配願います。	 

・お車でお越しの際は，正門入ってすぐの「外来者駐車場」にお止めください。	 

・昼食ですが，学校周辺は食堂等がありませんので，事前にご準備願います。	 

・当日返送されるお荷物がありましたら，受付に宅配伝票（着払）を準備いた

しますのでご利用ください。	 

・本校学生数	 ２１９名	 

本科４年生	 １９２名（機械 40 名,電気 38 名,電子 34 名,物質 46 名,建築 34 名）	 

	 専攻科１年	 	 ２７名	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 連絡先：米子工業高等専門学校学生課教務・キャリア支援係	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〒683-8502	 鳥取県米子市彦名町 4448	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 TEL	 0859-24-5026	 	 	 FAX	 0859-24-5029	 

E-mail	 :	 kyaria@yonago-k.ac.jp	 

(出典	 進路懇談会(大学院説明会)の詳細案内、学生課教務・キャリア支援係資料)	 	 
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資料７－２－④－４	 

本校主催の合同企業説明会	 

	 

	 

平成24年11月29日	 

関係者	 各位	 

	 

米子工業高等専門学校長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 齊	 藤	 正	 美	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （公印省略）	 

	 

企業・大学合同説明会のご案内について	 

	 

	 平素は、本校のキャリア教育にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。	 

	 平成25年度卒業予定者の就職活動が12月に始まります。本校では例年、「企業・大学合同説

明会」を開催しており、本校の学生はこのころが実質の就職活動の始まりとなっています。	 

昨年度は約110社の企業を迎え、本科4年生および専攻科1年生が約220名、インターンシップ

先を考える本科3年生が30名ほど参加した他、保護者も30名ほど参加されました。	 

	 今年度も平成25年	 2月	 3日（日）に米子コンベンションセンターで実施する予定にしていま

す。別紙詳細をご覧のうえ、ぜひご参加いただけますようよろしくお願いいたします。	 

	 今後とも、本校のキャリア教育にご理解、ご協力いただきますようよろしくお願いいたしま

す。	 

	 

写真	 昨年度	 企業合同説明会の様子	 

	 

(出典	 平成24年度企業・大学合同説明会の案内資料)	 
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資料７－２－④－５	 

低学年学生への進路指導	 

(オープンファクトリー：地元企業の見学や職場体験)	 

	 

	 

	 平成 25 年	 7 月 10 日	 

米子工業高等専門学校振興協力会	 	 

会員	 各位	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 米子工業高等専門学校	 

キャリア支援室長	 

松本	 至	 

オープンファクトリーにおける学生受け入れのお願い	 

	 

日頃は、本校のキャリア支援にご理解ご協力いただきありがとうございます。	 

昨年度に引き続き今年度も下記のとおり「オープンファクトリー」を行う予定にしており

ます。	 

つきましては、趣旨をご理解いただくとともに、学生の受け入れをご検討いただき、本企

画に参加いただきますようお願いいたします。	 

	 

記 
	 	 	 

	 ■実施期間	 	 平成２５年９月２日（月）～９月６日（金）	 

	 ■実施要領	 	 １.受入可能な場合は、７月１６日（火）までに別紙により回答願います。	 

（実際に実施するのは、参加可能な日の中の１～２日となります。実施をお願いする日は、事前に

お知らせします。）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ２.オープンファクトリーの参加時間は１社あたり１～２時間程度とします。	 

今年度は、１日で複数社（３社程度）に順次参加する「コース」も考えています。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ３.参加いただきます企業様には、後日詳細についてご連絡差し上げます。	 

	 	 

	 ■連絡先	 	 米子工業高等専門学校学生課教務・キャリア支援係	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 TEL：0859-24-5026	 	 	 FAX：0859-24-5029	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 E-mail:	 kyaria@yonago-k.ac.jp	 	 	 

以上 
 
 

	 (出典	 平成25年度オープンファクトリー案内資料)	 

	 

	 


